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◆3月定例会のおもな内容
歩いて健康になろう！
　　　　　トコろん健幸マイレージ事業ほか･･･P2～6

◆市政に対する一般質問
ここが聞きたい！22議員が質問･･･P10～13

◆閉会中の議会活動
早稲田大学との連携協定を締結ほか･･･P14～15

放て、輝き。
厳しい相撲界に身を置く、
所沢市出身の大輝（だい
き）さん。番付を駆け上が
る期待の若手力士が、さ
らなる飛躍を誓います。
（裏表紙に関連記事）
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新年度の税金の使い道がきまりました
―平成28年度予算案を可決―

3月定例会では、平成28年度当初予算の審
議を行いました。また、予算関係の議案を
含む全59件の議案をすべて可決しました。
そのうちおもな議案を次ページ以降でご
紹介します。

皆様からの税金（市税）
511億5808万円

使用料・手数料
14億9230万1千円

分担金・負担金
14億9710万8千円

国税からの分担金（地方交付税）
16億4800万円

他会計からの繰り入れ
（繰入金）
28億4387万3千円

その他
48億1222万9千円

消費税のうち所沢市分
（地方消費税交付金）
49億3000万円

県からもらう資金
（県支出金）
59億8778万円

市の借金（市債）
76億900万円

国からもらう資金
（国庫支出金）
169億7162万9千円

消防組合負担金など
（消防費）
40億3335万8千円 議会広報など

（議会費）
6億697万3千円

子ども、福祉など
（民生費）
485億537万7千円

市の借金返済（公債費）
65億7172万円

道路整備、都市計画など
（土木費）
75億5496万3千円

税務、財産管理など
（総務費）
92億9072万7千円

学校・社会教育など
（教育費）
97億9696万4千円

保健、環境など
（衛生費）
118億4339万9千円

その他　7億4651万9千円

【一般会計歳入】

【一般会計歳出】

【会計別当初予算】
【一般会計】 989億5,000万円

【特別会計】

所沢市交通災害共済 3,760万円
所沢市所沢都市計画事業
狭山ケ丘土地区画整理  2億2,000万円

所沢市所沢都市計画事業
所沢駅西口土地区画整理 4億9,910万4千円

所沢市国民健康保険 396億8,600万円

所沢市介護保険 206億6,400万円

所沢市後期高齢者医療 40億8,300万円

【事業会計】　

所沢市水道 98億7,156万1千円

所沢市下水道 91億9,979万1千円

所沢市病院 20億46万9千円
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平成28年（2016年）5月11日

平成28年4月1日から、「民主ネットリベラルの会」が「民進ネットリベラルの会」に、また「維新の党」が「未来」に、それぞれ
会派名が変更になりました。

議案第12号　平成28年度所沢市一般会計予算
コンビニ交付サービス事業　2,485万5千円　

　個人番号カードを用いて本人認証を行うことにより、
コンビニエンスストアに設置された端末で、住民票の
写しなど、各種証明書を取得できるようにするもので
す。（平成28年12月サービス開始予定）

Ｑ 個人番号カードの電子証明書を用いて本人認証を
行うとのことだが、サービス利用に当たり、事前に手
続きをする必要があるか。

Ａ マイナンバーカード交付時に登録する暗証番号が活
用できることで要件が確保されているため、特にない。

　　議案第12号　平成28年度所沢市一般会計予算
　　防音校舎改修事業　1億5,867万9千円

　狭山ケ丘中学校（平成27年度に見直した設計に基づ
き、平成28、29年度に工事を実施）および、北中小学
校（平成29年度に設計、平成30年度に工事予定）につ
いて、復温除湿工事を進めるものです。

Ｑ 狭山ケ丘中学校の工事にあたり、学校の授業に支
障がないようにどのような配慮をするのか。

Ａ 夏休み期間を中心に工事を進めたいが、大規模工
事となるため、9月以降も工事が続くことが想定される。
工事期間中の教室移動などについても協力を求め、ご
理解をいただいている。今後も学校への影響が最小限
となるよう協議しながら進めていきたい。

【審査日程】

 3月8日 事業会計、特別会計の質疑・意見・採決、
  一般会計の質疑
 9日 一般会計の質疑
 18日 一般会計の質疑・意見・採決

【委員構成】

〈委 員 長〉 中　　毅志（自由民主党・無所属の会）
〈副委員長〉 福原　浩昭（公明党）
 末吉美帆子（民主ネットリベラルの会　）
 城下　師子（日本共産党）
 平井　明美（日本共産党）
 粕谷不二夫（自由民主党・無所属の会）
 谷口　雅典（維新の党　）
 石本　亮三（民主ネットリベラルの会　）
 杉田　忠彦（至誠自民クラブ）
 村上　　浩（公明党）
 大舘　隆行（自由民主党・無所属の会）
 秋田　　孝（至誠自民クラブ）

当初予算でのおもな事業の概要

証明書をコンビニで ! 予算特別委員会で審査しました

狭山ケ丘中学校にエアコンがつきます
　議案第12号　平成28年度所沢市一般会計予算
　所沢駅西口地区まちづくり事業　3億481万1千円

　所沢駅西口周辺のにぎわいの創出を目指し、回遊性
を高める歩行者動線の整備検討を行うとともに、所沢
駅西口土地区画整理事業と連動して、所沢駅ふれあい
通り線の整備を進めるものです。

Ｑ 土地区画整理事業、再開発に係る市の負担として
見込んでいる44億2,000万円の投資の効果は。

Ａ 市税収入での試算で、平成28年度を基準として、
約16年後の平成44年度には投資した約44億円は回収で
き、またその後は、年間約6億円がプラスになると見込
んでいる。

所沢駅西口周辺に「にぎわい」を
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本市と株式会社KADOKAWAが共同プロジェクトとして取り組んでいる、文化と自然が共生した「住んでみたい」「誰もが訪れた
い」地域づくりを進める構想です。

　　議案第12号　平成28年度所沢市一般会計予算
　　ロケーションサービス事業　20万9千円

　テレビや映画、CM撮影などにおいて市内ロケ地を積
極的に誘致していくものです。

Ｑ この事業の経済効果は。

Ａ 直接的な効果では、お弁当や施設使用料などで300
万円を超える効果があるが、間接的には、実際に市内
を紹介されたPR効果等を放映時間をもとに広告換算値
で推計すると、計算上では数億円になるものと考えて
いる。

議案第1号　平成27年度所沢市一般会計補正予算（第7号）
トコろん健幸マイレージ事業　4,222万2千円

　歩数や運動量を計る活動量計を市民に貸与し、歩数
等に応じた「健幸ポイント」を付与することで、市民
の健康増進や健康寿命延伸などを進める事業です。
（地方創生加速化交付金を活用）

Ｑ ポイントと景品の交換について、どういった形で
考えているか。

Ａ 6カ月を単位として、5千円を上限に景品と交換し
ていただく。所沢産野菜などの景品はインターネット
上で選択していただき、後日ご自宅に郵送でお届けし
たいと考えている。

　　議案第12号　平成28年度所沢市一般会計予算
　　がん検診事業（前立腺がん）　1,240万8千円

　血液検査による早期発見が可能である前立腺がん検
診を、年齢要件および検診間隔を定めたうえで、希望
される方に対して実施するものです。
　対象者は50歳以上80歳までの男性で、5歳刻みの年
齢とし自己負担は1,000円です。

Ｑ 検診の効果をどうとらえているか。

Ａ 前立腺がんの多くは、初期段階では自覚症状が少
ないが、自覚症状が出た後では、約30%が骨への転移を
伴うとされているため、早期発見できれば、骨転移な
どの重症化前に治療につなげることができる。

その他の市長提出議案

テレビなどで所沢をPR！ 前立腺がんの早期発見を

歩数に応じて「健幸ポイント」がつきます
議案第1号　平成27年度所沢市一般会計補正予算（第7号）
COOL JAPAN FOREST構想　推進事業　2,159万6千円

　株式会社KADOKAWAと共同設置した推進会議
「TEAM　START」において検討・協議を行い、具体
的な取り組みを実施するものです（地方創生加速化交
付金を活用）。平成28年度は、構想推進事業（構想プ
レイベントの実施、地域ブランドとの連携・活用など）
や、推進会議の運営事業に取り組む予定です。

Ｑ クールジャパンの総本山のメーンの建設物である図
書館・美術館・博物館の建設は、株式会社KADOKAWA
側の負担という認識で変わらないか。

Ａ 市で運営するようなことは考えていない。また、市
が債務保証をすることも考えていない。

所沢市がクールジャパンの総本山に?
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議員提出議案第5号の意見書や、諮問第1号の意見などについては、市議会ホームページの「議会の審議情報」をご覧ください。

諮問第1号　産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）に
係る意見を求めることについて

　産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）について県
から照会があり、「ダイオキシンを少なくし所沢にきれ
いな空気を取り戻すための条例」に基づき、議会の意
見を求める議案が提出され、以下の意見を付しました。
　計画内容は、産業廃棄物収集運搬業（積替え保管含
む。）の保管施設の増設で、事業計画者および計画地は、
株式会社　大空リサイクルセンター、大字松郷339番
地1　外8筆です。

1　周辺の良好な生活環境の維持と安全のため、事業
者は関係法令に基づき、適正な対策を講じること。

2　アスベストを含む廃棄物の搬入・搬出時の安全性
を確保し、保管基準を十分遵守すること。

3　周辺住民との相互理解を深め、周辺地域の生活環
境の増進に十分に配慮すること。

議案第2号　所沢市議会政策研究審議会条例制定について

　議会と大学等研究機関との連携を通じて議員研修の
充実強化を図り、更なる議会機能の強化と議会の活性
化のため、所沢市議会基本条例の規定に基づき、所沢
市議会政策研究審議会を設置するものです。

議案第3号　所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例制定について

　日当の支給対象となる旅行（視察）を、「公務上の必
要又は天災その他やむを得ない事情により宿泊を要す
る旅行」「宿泊を要しない旅行（東京都内（島しよを除
く。）および埼玉県内への旅行を除く。）」とする改正を
行うものです。

議案第4号　市民にとってわかりやすい議会運営に資す
るため「所沢市議会ICT化推進基本計画」を
実施する決議について

　議会情報の発信とICT技術の積極的活用を推進する
ことを目的とした「所沢市議会ICT化推進基本計画」
を議会の総意として、誠実に実施するものとすること
を決議するものです。

議案第5号　児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書について

人事関係

こども、福祉の複合施設誕生へ特別職の選任・任命に同意

良好な生活環境のために

議案第25号　所沢市こどもと福祉の未来館条例制定に
ついて

　地域福祉および子育て支援の推進を図ることを目的
とした「所沢市こどもと福祉の未来館」に関する必要
事項を定める条例を制定するものです。（開館予定時
期:平成29年1月、所在地:泉町1861番地の1）

Ｑ 防災の観点では、拠点になりうるのか。

Ａ 社会福祉協議会が入ることから、災害ボランティ
アセンターを設置することになる。このため必要器具
の保管のほか、非常用発電装置など、さまざまな設備
を設置している。また、ボランティアの人材育成にも
力を入れていきたい。

議会に ICTを

議案第53号　副市長選任の同意を求めることについて

副市長
大舘　勉氏

（小手指元町／再任）

議案第54号　監査委員選任の同意を求めることについて

監査委員
竹山　登氏

（くすのき台／新任）

議案第55号　教育委員会教育長任命の同意を求めること
　　　　　　について

教育長
内藤　隆行氏

（上新井／再任）

諮問 議員提出議案

その他の市長提出議案
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■本会議において賛否が分かれた審議結果
自由民主党・無所属の会 公明党 至誠自民クラブ 日本共産党

民主ネット
リベラルの会

維新
の党

予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（
議
長
）
○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

当初予算案に賛成・反対します

●平成27年度中に策定されるCOOL JAPAN 

FOREST構想には、構想の全体像や所沢市と株式

会社KADOKAWAとの役割分担も示されるとのことである。

この構想を確実に進めていくために、十分な調整や協議が

不可欠と考えるが、そのためにも、推進会議であるTEAM 

STARTを中心に、両者の連携体制を強化することが必要で

あり、重要だと考える。

●マイナンバーカードが普及すると、全国のコンビニ

エンスストアで、市役所の開庁時間を気にすることなく

各種証明書を取得できることになる。住民の利便性の向上、

窓口業務の負担軽減が図られ、行政サービスを効率的に提

供することが可能になってくる。セキュリティ対策についても、

データは行政専用回線で送信され、端末には記録されず、

取り忘れ防止策も施される。

●保護者の育児休業の取得に伴い、保育園等をい

ったん退園する児童が、育児休業終了後に通常保

育の中で、元の園に戻ることが困難な場合に、別枠で児童

を預かる事業である。育児休業復帰時に元の園に戻るという

ことで、育児休業中に安心して家庭で子育てができるようにし

たものであり、親子のみならず、兄弟姉妹の絆が深まったと

の声も聞いている。家族の絆がさらに深まることが期待できる

ものであり、評価する。

賛
成

●市の総合戦略にも位置付けられているCOOL 

JAPAN FOREST構想であるが、今後、周辺整備な

ど、予想を超えた税金投入が想定されている。これまでも

7,000万円もの補助金が投入されているが、市単独での予算

は今回が初めてである。また推進会議も非公開で、内容も

明らかにされておらず、今回の予算審議にあたり、説得力の

ある資料も不十分であり納得できない。

●市民の個人情報が記載された証明書を利便性の

名のもとにコンビニ交付するものであるが、議案質疑

を通じ、代理受領も可能であり、また個人情報漏えいや成り

済ましなどの問題に完全に対応できないことも明らかになった。

市民の大切な個人情報の取り扱いは、市が責任を持って対

応すべきである。

●昨年、市が実施した育児休業退園方針に基づき、

親の育児休暇取得で民間保育園を退園した児童の

受け皿を保証するための事業である。質疑の中では、補助

金の期間が3年間であることやその後のことについては不確

定であることが明らかとなった。育児休業加算制度で100点

加算したために、一方で家庭保育室の子どもが、希望する

認可保育園に入園できず、泣く泣くあきらめたという話も聞い

ている。新年度の保育園入園不承諾は463件で、申請を出

す前に諦めた子育て世代も大勢いる。今、市として急がれる

ことは、育児休業退園方針を撤回し、認可保育園を増設す

ることで、子育て世代が安心して子どもを産み育てられる環

境整備に早急に取り組むことではないか。

討
論
討
論

反
対

賛
成

反
対

賛
成

反
対

【COOL JAPAN FOREST構想推進事業】

【コンビニ交付サービス事業】

【育児休業復帰後特別預かり事業費補助金交付事業】

議案第12号　平成28年度所沢市一般会計予算

■掲載されていない議案は全会一致可決しました。全審議結果（59件）は市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

○：賛成　　×：反対

※討論は一部の要旨を掲載しています。閉会中もインターネットで録画中継が視聴できますので、ぜひご利用ください。
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Topics!

Topics!

聴いてください、聴かせてください議会報告会を開催します

所沢市議会の進む道は・・・議会基本条例の改定素案を報告します
所沢市議会では、平成27年6月に「議会基本条例改定
に関する特別委員会」を設置し、条例改定に関する調
査・研究を行ってきました。その結果まとまった改定
素案を、委員がご報告します。
　日時：5月28日（土）14：00～（予定）　
　場所：市役所全員協議会室

※当日は、法政大学法学部教授の廣瀬克哉氏による基
調講演があります。

※詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

語り合い、共感しませんか?ワールド・カフェスタイルで
広聴広報委員会主催で、ワールド・カフェスタイルの市民参加の
会議を開催します。
　日時：7月31日（日）14：00～（予定）
　場所：市役所全員協議会室

※参加者の募集については、後日ホームページなどでお知らせい
たします。

議会基本条例改定に関する特別委員会
【委員構成】

〈委 員 長〉 西沢　一郎
〈副委員長〉 入沢　　豊
 矢作いづみ　　赤川　洋二
 石原　　昂　　荻野　泰男

ワールドカフェって??

“カフェ "のようなくつろいだ
空間の中で、参加者がルール
に沿って自由に会話をし、創
造的なアイディアや知識を生
み出したり、お互いの理解を
深めることができる話し合い
の手法です。

3月定例会の内容を議員が直接ご説明します。　1.定例会内容報告・質疑応答　　2.質疑応答（テーマ不問）

※入場無料。手話通訳があります。　※ご来場にあたっては公共交通機関をご利用ください。

5月14日（土）13:30～　保健センター301会議室　※ところバスが便利です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行13:00　所沢駅東口発　帰15:37　所沢駅東口行
　　　出席議員：城下師子・平井明美・粕谷不二夫・石本亮三・福原浩昭・荻野泰男・村上浩・大舘隆行

5月20日（金）19:00～　市役所全員協議会室　　　　※開始前や休憩中に議場内をご覧いただけます

　　　出席議員:末吉美帆子・小林澄子・谷口雅典・亀山恭子・石原昂・杉田忠彦・中毅志・秋田孝
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ようこそ所沢市議会へ行政視察受入状況報告
　平成27年度は、全国から22市議会が視察に来られました。
視察内容は、議会改革全般、議会基本条例、議会改革評価、
議会報告会、政策討論会、広聴広報、議会だよりの編集と発
行、SNSなどでした。
　視察の対応は、毎回、議員が数名で行っており、
議員同士、忌憚のない活発な意見交換を行っています。 　視察風景は、市議会

Facebookでご覧いた
だけます→

　『住むまちをもっと好き
になるアプリ「 i広報紙」』
はこちらから→

駅や病院でも市議会だより
　前号（177号）から、所沢駅構内にところざわ市議会だよりのラック
を設置し、より気軽に手に取っていただけるようにしました。
　また、所沢市医師会に加入している市内の医療機関（約180機関）に
も、ところざわ市議会だよりを置いていただいています。
　今後も、手に取っていただき、みなさんに読んでいただけるよう工
夫していきます。
※ところざわ市議会だよりは新聞折り込みで配布しています。新聞を
お取りになっていない方は、郵送することもできますので、議会事
務局までお問い合わせください。

　スマートフォンやタブレット端末でご利用いただけるアプリ「 i広報
紙」にて、ところざわ市議会だよりの配信を行っています。
※住所地を所沢市に設定すると、広報ところざわと、ところざわ市議
会だよりのほか市政情報なども閲覧でき大変便利です。

アプリでも市議会だより

Topics!

Topics!
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参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議会報告会でいただいた、ご意見・ご要望と回答（抜粋）
　昨年開催した議会報告会において、参加者からいただいた議会および市政に関するご意見・ご要望と回答です。
紙面の都合で一部の掲載を省略、要約しています。当日の全容は、ホームページに掲載しています。

プレミアム付商品券の発行事業について、実際の地域の活性化にどう繋がるかという結果を議会
としてどのように見ていくのか。

委員会の中でも一時的なもの、ばら撒きではないかという議論があった。実施主体である商工会
議所からは結果を報告してもらうという議論もあった。9月～12月の期間終了後に総括されると
考えている。

旧市役所庁舎跡地等の活用方法を決定する過程で、住民のアンケートだけではなく、市民が参加
する説明会のような場はあるのか。

委員会の中ではそういった質疑はなかったが、そのような場は必要であると思う。

議会報告会の周知についてはチラシが行政回覧されている。行政回覧は広報ところざわなどの情
報とダブっているものが多いので、行政回覧を無くすことはできないか。

行政回覧への意見についてはこれまでも議会として真摯に対応している。重複したものが多いと
いうことについても一般質問などを行い、精査をして以前と比べるとだいぶ減ってきていると思
う。議会としてもいただいた意見を参考にして、行政回覧、議会報告会の周知についても、でき
るだけ改善を図るよう努力していきたい。

小中学校のエアコン問題に続き、育休退園問題が新聞をにぎわし、所沢市は子どもを大切にしな
いまちだというイメージが全国的に広がる可能性もある。その辺を議会も十分わきまえて審議の
判断をしていただきたい。

貴重なご意見ありがとうございます。

COOL JAPAN FOREST 構想推進事業や旧所沢浄化センター跡地利用プロポーザル事業など、一企
業に対してこれだけのお金が動くということについて、議会としてこれについての妥当性や市と
株式会社KADOKAWAとの関係などについてどのように考えるか。

旧浄化センター跡地利用の募集をした際に、株式会社KADOKAWAが跡地を文化の拠点として発
信させたいということで、かなりな意気込みを持って手を挙げてきたことは、今後の市の街づく
りにおいて非常に効果があるものとして捉えている。事業については、市と株式会社
KADOKAWAで共同事業として進めているが、双方の役割分担を決めて行っている。市議会とし
ても、双方の立場で正当に事業を展開していくだろうと考えている。

西所沢駅に改札がもう一つ出来るという件は、具体的にいつ出来るとか、決まっているのか。

改札口を開ける方向で進んでいる。西所沢駅西口開設整備計画（案）についてのパブリックコメ
ントも実施された。議会としては、市民文教常任委員会で狭山市役所へ行き、入曽駅の改札口を
新しく開けたときの状況を視察した。

決算について公表されている資料があるが、いずれも数字の羅列で市民には何のことかよくわか
らない。他市の事例等もみるが、市民にどのように公表するかということについても是非委員会
で審議していただきたい。

貴重なご意見ありがとうございます。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！質

問

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。

あ
な
た
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り

ま
す
か
?

※
各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
1
項
目
を
抜
粋

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
　
は
、

検
査
項
目
の
削
減
や
有
料

化
に
よ
り
受
診
率
は
減
少

傾
向
で
あ
る
。
料
金
を
下

げ
て
受
診
率
を
向
上
さ
せ

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

健
康
推
進
部
長
　
自
己
負

担
の
引
き
下
げ
は
、
受
益

者
負
担
と
い
う
考
え
方
か

ら
基
本
健
診
料
の
1
割
程

度
の
負
担
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
特
に
受
診
率
の
低

い
40
歳
代
に
対
し
て
は
、

40
歳
代
向
け
の
内
容
の
受

診
勧
奨
通
知
や
、
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
方
で

も
特
定
健
康
診
査
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
医
師
会
と

連
携
し
な
が
ら
周
知
し
て

い
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
よ
っ
て
受
診

率
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
3
学

期
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
創

意
工
夫
に
よ
り
授
業
時
間

数
は
確
保
で
き
て
い
る
よ

う
だ
が
、
学
校
行
事
や
部

活
の
大
会
へ
の
影
響
な
ど

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
今

後
、
総
合
教
育
会
議
の
協

議
の
課
題
と
し
て
、
隔
週

土
曜
日
開
校
を
扱
う
考
え

は
あ
る
の
か
。
実
現
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
今
後
の
会
議
で
は
、

隔
週
土
曜
日
授
業
に
限
ら

ず
、
必
要
に
応
じ
て
教
育

委
員
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、

思
い
や
考
え
を
伺
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
実
施
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
先
生
や
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
必
ず
プ
ラ
ス

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
は
公
共
施

設
の
緑
化
の
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
事
業

で
木
陰
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
、
歩
き
た
く
な
る

よ
う
な
緑
道
や
木
陰
づ
く

り
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

建
設
部
長
　
木
陰
づ
く
り

は
、
日
差
し
の
遮
断
で
気

温
を
下
げ
た
り
、
気
持
ち

を
落
ち
着
か
せ
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
大
変
有
効
で

あ
る
。
規
定
が
あ
る
た
め

既
存
の
歩
道
の
幅
員
で
は

難
し
い
路
線
も
多
い
が
、

モ
デ
ル
と
し
て
実
施
で
き

る
路
線
の
選
定
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
期
日
前
投
票
所
の
新
た

な
設
置
に
つ
い
て
、大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
の

可
能
性
は
検
討
し
た
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　
18
歳
へ
の
選
挙
権
年
齢

の
引
き
下
げ
を
P
R
す
る

に
は
適
し
た
場
所
で
あ
る

と
思
う
が
、
二
重
投
票
を

防
ぐ
た
め
の
通
信
設
備
や

投
票
所
を
運
営
す
る
職
員

の
確
保
等
、
費
用
対
効
果

の
観
点
か
ら
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
学
校
が

所
在
す
る
市
町
村
以
外
か

ら
通
学
す
る
学
生
は
利
用

で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
地
域
の
期
日
前
投
票

所
と
し
て
、
学
校
近
く
の

選
挙
人
の
方
が
学
校
の
構

内
に
出
入
り
し
て
利
用
が

可
能
な
の
か
ど
う
か
な
ど
、

課
題
も
多
く
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

一
般

質

問

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診で、「病気を予防する」ことを目的として、医療保険に加入してい
る40～ 74歳のすべての方を対象に、平成20年度から実施されています。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
に
向
け
て

緑
道
整
備
に
よ
る
緑
の
木
陰
づ
く
り
を

隔
週
土
曜
授
業
に
つ
い
て

18
歳
選
挙
権
　

期
日
前
投
票
所
の
新
た
な
設
置
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
越阪部征衛

日本共産党
矢作いづみ

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

公明党
西沢一郎
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2
月
に
発
表
さ
れ
た
国

勢
調
査
の
速
報
値
に
よ
る

と
、
所
沢
市
の
人
口
は
、

前
回
5
年
前
と
比
較
し
て

6
，
0
4
9
人
の
減
少
と

な
り
、
人
口
減
少
数
は
県

内
1
位
と
報
じ
ら
れ
た
。

人
口
の
分
析
に
対
し
て
責

任
を
持
つ
部
署
は
あ
る
の

か
。

副
市
長
　
5
年
に
一
度
の

国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
は
総

務
部
、
住
民
基
本
台
帳
の

デ
ー
タ
は
市
民
部
、
将
来

的
な
人
口
に
は
経
営
企
画

部
が
所
管
し
て
い
る
。
一

元
化
も
必
要
と
は
思
う
が
、

共
有
を
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
の
中
に
必
要

な
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
つ

い
て
使
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
東
京
都
世
田
谷
区
で
は
、

昨
年
11
月
に
全
国
初
の
保

育
人
材
に
特
化
し
た
求
人

情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

開
設
し
た
。
所
沢
市
も
同

様
の
取
り
組
み
を
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　
保
育

人
材
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
は
、
人
材
派
遣
や
紹
介

を
行
っ
て
い
る
事
業
者
へ

委
託
し
、
事
業
者
の
持
つ

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
採
用
活

動
を
支
援
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。
ま
ず
は
人
材
確
保

策
と
し
て
の
効
果
を
確
認

す
る
な
ど
調
査
し
た
い
と

考
え
る
。

　
ほ
う
か
ご
と
こ
ろ
　
の

よ
う
な
放
課
後
の
全
児
童

対
策
は
、
大
変
効
果
的
だ

と
思
う
。
拡
充
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

学
校
教
育
部
長
　
現
在
策

定
中
の
所
沢
市
放
課
後
児

童
対
策
実
施
方
針
で
は
、

中
富
小
学
校
の
よ
う
な
一

体
運
営
型
が
1
つ
の
方
向

性
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
方
針
も
踏
ま
え
、

こ
ど
も
未
来
部
な
ど
の
関

係
部
署
と
十
分
協
議
し
な

が
ら
、
小
学
校
や
地
域
な

ど
と
も
連
携
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
西
武
鉄
道
所
沢
車
両
工

場
跡
地
に
は
、
広
域
集
客

型
商
業
施
設
を
整
備
し
て

い
く
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。
広
域
集
客
型
商
業
施

設
の
オ
ー
プ
ン
は
、
民
間

バ
ス
路
線
を
充
実
さ
せ
る

絶
好
の
機
会
な
の
で
、
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長
　
所
沢
駅

周
辺
は
、
2
つ
の
大
規
模

な
商
業
施
設
が
計
画
さ
れ
、

広
範
囲
か
ら
の
集
客
が
期

待
さ
れ
る
。
所
沢
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
、
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ん
で
い
く
予

定
で
あ
り
、
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
浄
化
槽
法
第
11
条
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
浄
化

槽
の
法
定
検
査
を
実
施
し

な
い
と
機
能
が
十
分
に
保

証
さ
れ
ず
、
環
境
衛
生
面

か
ら
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
受
検

率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
見
解
は
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
受

検
率
が
低
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
法
定
検
査
の
重
要

性
の
周
知
徹
底
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
今
後
も
県
の

啓
発
事
業
に
合
わ
せ
、
受

検
率
向
上
の
た
め
の
啓
発

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
直
接
住
民
の
皆
様
か
ら

改
良
し
て
ほ
し
い
箇
所
の

要
望
を
受
け
た
が
、
そ
の

要
望
は
ど
の
よ
う
に
解
決

し
て
い
く
の
か
。

建
設
部
長
　
歩
行
者
信
号

機
と
横
断
歩
道
の
設
置
、

信
号
機
の
改
良
、
歩
車
道

境
界
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
部
改

良
な
ど
に
関
す
る
要
望
に

関
し
て
は
、
関
係
機
関
と

解
決
に
向
け
協
議
を
行

い
、
ま
ず
は
北
久
米
交
差

点
の
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ

ク
の
一
部
改
良
を
実
施
し

た
。
そ
の
他
の
要
望
に
つ

い
て
も
、
交
通
の
円
滑
化

や
道
路
利
用
者
の
安
全
性

の
た
め
、
引
き
続
き
関
係

機
関
と
協
力
し
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
改
善
し
て

い
き
た
い
。

「地域の子どもは、地域で育てる」という考えのもと、地域の協力をいただきながら行う児童の放課後対策事業。平成27年度は、
新たに中富ほうかご広場がスタートし、現在11校で実施されています。

所
沢
駅
周
辺
と
ま
ち
の
活
性
化

バ
ス
路
線
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

保
育
人
材
確
保
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

浄
化
槽
法
定
検
査受

検
率
向
上
の
た
め
に

自民クラブ
大石健一

維新の党
松崎智也

至誠自民
クラブ
浅野美恵子

民主ネット
リベラルの会
末吉美帆子

公明党
植竹成年

公明党
亀山恭子

ほ
う
か
ご
と
こ
ろ
の
全
校
設
置
に
向
け
て

飯
能
所
沢
線
第
2
工
区
が
暫
定
開
通
し
て

国
勢
調
査
の
速
報
値
に
つ
い
て
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地
方
財
政
法
第
4
条
の

3
第
3
項
で
、
地
方
公
共

団
体
が
購
入
で
き
る
債
券

は
確
実
な
方
法
に
よ
り
運

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
規
定
が
あ
る
が
、
運

用
で
は
な
く
政
策
的
な
意

味
合
い
で
、
社
会
貢
献
的

な
投
資
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

可
能
性
は
。

会
計
管
理
者
　
政
策
目
的

を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、
為

替
リ
ス
ク
な
ど
の
弊
害
を

十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、

政
策
投
資
と
し
て
社
会
貢

献
型
債
券
を
活
用
す
る
方

策
は
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
が
、
法
に
規
定
さ
れ
る

公
金
の
運
用
と
は
異
な
る

の
で
、
庁
内
関
係
部
署
で

十
分
協
議
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
卸
売
市
場
が
あ
る
場
所

は
、
所
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
地
区
で
、
産
業

用
地
創
出
基
礎
資
料
作
成

業
務
委
託
報
告
書
で
は
、

大
規
模
開
発
の
場
所
に
含

ま
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ

の
地
域
が
大
規
模
開
発
の

方
向
に
進
ん
だ
場
合
、
何

ら
か
の
対
応
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長
　
現
時
点

に
お
い
て
は
、
卸
売
市
場

の
土
地
を
産
業
用
地
の
一

部
と
し
て
活
用
す
る
か
ど

う
か
も
含
め
、
具
体
的
な

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
5
年
間
の
指
定
管
理
の

中
で
、
民
間
企
業
が
参
入

し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ

れ
た
と
し
て
も
、
指
定
管

理
者
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
、
競
争
関
係
に
あ
る
企

業
同
士
で
引
継
ぎ
が
で
き

る
の
か
。

教
育
総
務
部
長
　
引
継
ぎ

の
際
に
は
、
十
分
期
間
を

と
り
、
ま
た
、
本
館
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
の
役

割
を
果
た
す
場
と
し
て

残
っ
て
い
る
の
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
よ

う
な
こ
と
な
く
、
継
続

的
・
安
定
的
な
運
営
が
可

能
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
虐
待
の
背
景
に
あ
る
複

雑
・
多
様
化
し
て
い
る
課

題
解
決
に
、
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
に
開
催
し
て
い

る
個
別
ケ
ー
ス
会
議
の
拡

充
も
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

見
解
は
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　
虐
待

の
対
応
は
、
単
独
の
機
関

の
み
で
は
限
界
が
あ
り
、

関
係
機
関
で
の
一
致
し
た

支
援
方
針
に
基
づ
く
密
な

連
携
体
制
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
の
情
報
共
有
、
支

援
方
針
お
よ
び
役
割
分
担

を
検
討
す
る
個
別
ケ
ー
ス

会
議
は
、
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
今

後
も
、
ケ
ー
ス
を
対
応
す

る
中
で
、
柔
軟
に
開
催
し

て
い
き
た
い
。

教師が一方的に知識を注入する授業ではなく、課題の発見と解決に向けて、主体的・協働的に学ぶ教育手法のことです。

社
会
貢
献
的
投
資
に
つ
い
て
検
討
を

図
書
館
分
館
の

指
定
管
理
者
制
度
の
課
題
に
つ
い
て

所
沢
総
合
食
品
地
方
卸
売
市
場

ま
ち
づ
く
り
と
の
関
係
に
つ
い
て

児
童
虐
待
の
早
期
発
見・早
期
対
応
に

向
け
た
更
な
る
取
り
組
み
を

日本共産党
小林澄子

日本共産党
城下師子

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

至誠自民
クラブ
杉田忠彦

　
首
都
圏
の
大
型
会
場
が
、

昨
年
か
ら
順
次
閉
鎖
や
改

修
の
た
め
利
用
中
止
と

な
っ
て
お
り
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
が
で
き
る
会
場
が

不
足
し
て
い
る
ら
し
い
。

今
後
の
知
名
度
向
上
や
定

着
を
狙
っ
て
、
ぜ
ひ
誘
致

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長
　
今
後
に
控
え

る
改
修
も
他
館
の
閉
館
期

間
と
ず
れ
た
こ
と
で
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
等
の
誘
致
が

可
能
に
な
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
国

の
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
照
準
を
合
わ
せ
、
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、

2
0
1
9
年
秋
ご
ろ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
い
る
。

　
次
期
学
習
指
導
要
領
の

検
討
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
　
に
対
す
る
今
後

の
方
向
性
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
児
童
・
生
徒
が

わ
か
る
喜
び
を
味
わ
い
、

自
分
の
言
葉
で
説
明
し
、

考
え
、
ま
と
め
、
表
現
す

る
、
こ
う
し
た
授
業
を
推

進
す
る
た
め
に
、
各
種
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
子
ど
も
達
が

生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
意
欲

を
持
ち
続
け
、
こ
れ
か
ら

の
変
化
の
激
し
い
時
代
を

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力

の
育
成
に
努
め
て
い
き
た

い
。

ミ
ュ
ー
ズ
で
コ
ン
サ
ー
ト
誘
致
な
ど

代
替
利
用
は
で
き
な
い
か

ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ

今
後
の
方
向
性・取
り
組
み
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ
秋田　孝

民主ネット
リベラルの会
島田一隆
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現
在
、
第
2
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
跡
地
に
建
設
中
の

所
沢
中
央
病
院
の
完
成
後

に
現
在
の
病
院
が
改
築
と

な
り
、
そ
の
一
部
区
画
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

小
手
指
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
低
い
稼
働
率
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
稼
働
し
て
い

な
い
日
の
多
目
的
使
用
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
見
解
は
。

市
民
部
長　
当
該
施
設
が

市
民
部
に
移
管
さ
れ
た
後
、

き
ち
ん
と
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
活
用
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
、

周
辺
の
環
境
な
ど
を
踏
ま

え
、
所
沢
中
央
病
院
と
十

分
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

　
市
内
に
は
現
在
14
カ
所

の
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
が
、
国
の
方
針
も
で

て
い
る
の
で
、
司
令
塔
と

し
て
の
役
割
を
持
つ
基
幹

型
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
見
解
は
。

福
祉
部
長　
現
在
は
、
高

齢
者
支
援
課
が
基
幹
的
な

役
割
を
担
い
、
運
営
方
針

等
に
基
づ
き
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
指
導
、

育
成
す
る
と
と
も
に
、
事

業
の
質
の
改
善
に
向
け
て

評
価
や
点
検
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
設
置
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
計
画
に
は
指
標
も
書
か

れ
て
い
る
が
、
抽
象
的
な

こ
と
で
は
な
く
市
民
が
す

ぐ
に
反
応
で
き
る
よ
う
な

わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な

目
標
も
設
定
し
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
。
今
後
の
取

り
組
み
と
、
市
民
の
主
体

的
な
行
動
が
重
要
だ
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か

健
康
推
進
部
長　
期
待
さ

れ
る
市
民
み
ず
か
ら
の
取

り
組
み
の
部
分
を
個
人
、

家
庭
、
地
域
に
内
容
を
分

け
て
記
載
し
、
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　
自
治
会
・
町
内
会
等
の

関
係
者
や
市
内
の
事
業
所

等
に
対
し
て
、
防
災
訓
練

や
出
前
講
座
等
の
機
会
を

活
用
し
て
、
防
災
士
資
格

に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
監　
多
く
の
自

治
会
・
町
内
会
や
事
業
所

に
お
い
て
、
会
員
や
社
員

の
中
に
防
災
士
の
有
資
格

者
が
い
れ
ば
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
防
災
対
策
が
期

待
で
き
る
。
今
後
、
防
災

出
前
講
座
等
を
開
催
す
る

際
は
、
情
報
提
供
を
組
み

込
み
、
資
格
取
得
の
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
当
選
率
は
34
．

3
%
で
、
周
辺
他
市
と
比

べ
る
と
所
沢
市
は
一
番
低

か
っ
た
。
購
入
上
限
数
は
、

川
越
市
、
狭
山
市
、
入
間

市
、
飯
能
市
は
1
人
5
セ

ッ
ト
ま
で
、
所
沢
市
は
10

セ
ッ
ト
だ
っ
た
。
多
く
の

人
に
当
選
さ
せ
る
よ
う
な

こ
と
は
検
討
し
な
か
っ
た

の
か
。

産
業
経
済
部
長　
ど
れ
だ

け
購
入
さ
れ
る
か
予
測
で

き
な
い
面
も
あ
り
、
売
れ

残
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う

こ
と
、
ま
た
、
目
的
が
消

費
喚
起
の
拡
大
と
い
う
こ

と
か
ら
も
、
購
入
限
度
が

設
定
さ
れ
た
。
公
平
・
平

等
の
視
点
も
勘
案
し
て
、

実
行
委
員
会
で
検
討
し
決

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
よ
り
先
進
的
な
自
治
体

の
取
り
組
み
に
関
す
る
情

報
入
手
や
さ
ら
な
る
先
進

的
な
環
境
施
策
の
導
入
の

検
討
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

I
C
L
E
I（
イ
ク
レ
イ
）

　
へ
の
加
盟
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　
加

盟
団
体
の
話
に
よ
る
と
、

月
1
回
開
催
さ
れ
る
情
報

交
換
会
や
研
究
発
表
会
な

ど
が
あ
る
が
、
海
外
で
の

発
表
会
が
多
く
、
参
加
で

き
な
い
状
況
が
あ
る
ほ
か
、

人
口
規
模
に
応
じ
て
多
額

な
会
費
も
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
関

係
団
体
と
の
連
携
や
情
報

収
集
に
努
め
、
加
盟
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
課
題

と
し
た
い
。

持続可能な社会の実現を目指す自治体で構成された国際ネットワーク。世界86カ国1,000以上の自治体が、環境面での都市の諸問
題の解決を目指して活動しています。現在、日本国内では、札幌市、さいたま市、東京都、横浜市、京都市など17自治体が加盟。

「
防
災
士
」
資
格
の

取
得
推
進
等
に
つ
い
て

基
幹
型
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
と
こ
ろ
ざ
わ
商
品
券

事
業
の
検
証

至誠自民
クラブ
荻野泰男

日本共産党
荒川　広

日本共産党
平井明美

維新の党
谷口雅典

民主ネット
リベラルの会
赤川洋二

民主ネット
リベラルの会
石本亮三

保
健
医
療
計
画
　
今
後
の
計
画
と
市
民

所
沢
市
の
さ
ら
な
る

環
境
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
等
に
つ
い
て

第
2
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

目
的
外
使
用
に
つ
い
て
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美術館、博物館、資料館等の施設において、貴重且つデリケートな文化財を、長期間、最良の状態で保存しておく部屋のことです。

閉
会
中
の
・・・

定
例
会
が
な
い
と
き
も…

…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
1
月
、
2
月

に
行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と
し
て
の
活
動

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
ご
存
知
で
し

た
か
?

議
会
活
動

上智大学法科大学院長の北村喜宣氏
を講師に迎え、市役所全員協議会室
にて研修会を行いました。

航空自衛隊岐阜基地で、次期輸送機
等についての視察を行いました。

戸田市立郷土博物館、戸田市立図書館で、収蔵庫　などについての視察
を行いました。

13日 建設環境常任委員会視察

19日 議員研修会 15日 市民文教常任委員会視察

13日

15日

19日

建設環境
常任委員会

市民文教
常任委員会

広聴広報委員会

市議会

視　察

視　察

委員会

研修会

次期輸送機について

戸田市立郷土博物館での取り組みに
ついて（収蔵庫を中心に）

市議会だより第177号の校正について

空き家に係る法と政策について

1月
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平成28年（2016年）5月11日

和光市で、保健、医療、福祉が一体的に提供される地域包括ケアシステムの一環として実施している、妊娠期からの切れ目のない
支援を行う行政サービスの仕組みです。（ネウボラ…フィンランド語で「助言の場」）

浦安市クリーンセンターで、廃棄物
処理施設長期包括委託についての視
察を行いました。

3日 建設環境常任委員会視察

市内のもりあね助産院での取り組
み、埼玉県和光市で、わこう版ネウ
ボラ　についての視察を行いました。

4日 健康福祉常任委員会視察

2月

2月6日（土）午後2時から、新所沢まちづくりセンターにおいて、第5回
政策討論会「文化財保護、なぜ必要?　伝えていくもの、失われゆくもの」
を開催しました。高橋一夫氏（※）による基調講演の後、市民文教常任
委員会の委員8人によるパネルディスカッションが行われ、66人の方々
にご参加いただきました。

（※国士舘大学非常勤講師、埼玉考古学会会長、元埼玉県立歴史と民俗の博物館長）

Pick up!
2/6　所沢市議会初！常任委員会主催の政策討論会

2月1日（月）午後4時から、早稲田大学所沢キャンパスにおいて、所沢
市議会と早稲田大学とのパートナーシップ協定締結式が行われました。
また、その後に行われた懇談会ではさまざまな提案や意見交換が行われ、
今後お互いに協力していくことを確認しました。地方議会と大学との連
携は、さいたま市議会と埼玉大学の例（平成20年）に続き、県内2例目
となります。

Pick up!
2/1　県内2例目！大学との連携協定を締結

1日 市議会

4日
健康福祉
常任委員会

5日
議会基本条例
改定に関する
特別委員会

式　典 所沢市議会と早稲田大学とのパート
ナーシップ協定締結式

3日

総務経済
常任委員会 委員会 特定事件「危機管理・防災について」

地域防災について
建設環境
常任委員会 視　察 廃棄物処理施設長期包括委託について

視　察
もりあね助産院の取り組みについて

わこう版ネウボラ　について

委員会 議会基本条例の改定について

6日 市民文教
常任委員会

政　策
討論会 文化財保護について

9日

15日

17日

健康福祉
常任委員会 委員会 特定事件「保健・医療について」

産前・産後ケアについて
地方創生に関す
る特別委員会 委員会 COOL JAPAN FOREST構想について

市議会 視　察 環境調査研修所について

議会運営委員会 委員会 議会運営に関する事項について

広聴広報委員会 委員会 平成28年度の活動について　ほか

2月24日～3月29日　平成28年第1回（3月）定例会
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平
成
28
年
第
1
回
（
3
月
）
定

例
会
の
閉
会
を
迎
え
た
と
同
時

に
、
寒
さ
が
身
に
染
み
る
冬
も
過

ぎ
去
り
、
航
空
記
念
公
園
を
は
じ

め
多
く
の
桜
が
満
開
に
咲
き
ほ
こ

る
中
、
所
沢
市
議
会
も
新
年
度
を

迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
な
ど
、

市
民
参
加
の
新
た
な
取
り
組
み
に

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
植
）

委
員
長
　
荻
野
　
泰
男

副
委
員
長
　
小
林
　
澄
子

委
　
　
員
　
荒
川
　
　
広

　
　
　
　
　
末
吉
　
美
帆
子

　
　
　
　
　
松
崎
　
智
也
　

　
　
　
　
　
赤
川
　
洋
二

　
　
　
　
　
植
竹
　
成
年
　

　
　
　
　
　
亀
山
　
恭
子

　
　
　
　
　
石
原
　
　
昂
　

　
　
　
　
　
近
藤
　
哲
男

　
　
　
　
　
浅
野
　
美
恵
子

連
絡
先

　
議
会
事
務
局
調
査
担
当

　（
TEL 

2
9
9
8

－

9
2
5
6
）

　（
FAX 

2
9
9
8

－

9
2
2
2
）

編集後記

次の定例会は 6 月 13 日からの予定です。

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人
たちをご紹介します。第2回目は、所沢市出身の
若手力士、大輝明道さんにお話を伺いました。

　
所
沢
市
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
で
2
位
と
な

っ
た
少
年
は
、
そ
の
悔
し
さ
か
ら
本
格
的

に
相
撲
に
打
ち
込
み
、
高
校
横
綱
、
大
学

横
綱
を
経
て
、
昨
年
角
界
入
り
を
果
た
し

た
。
プ
ロ
と
な
っ
て
か
ら
も
順
調
に
番
付

を
上
げ
、
現
在
、
関
取
と
な
る
十
両
昇

進
に
手
が
届
く
位
置
に
付
け
て
い
る
。

┃
小
学
4
年
生
か
ら
本
格
的
に
相
撲
を

始
め
ら
れ
た
大
輝
さ
ん
で
す
が
、
相
撲
界

入
り
を
志
し
た
理
由
は
?

　一
生
懸
命
相
撲
を
や
っ
て
い
く
中
で
、

や
っ
ぱ
り
強
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
中
で
、一
番
強

い
人
は
ど
の
ぐ
ら
い
強
い
の
か
と
い
う
疑

問
が
あ
っ
て
、
そ
の
最
終
地
点
で
あ
る
大

相
撲
の
横
綱
と
戦
っ
て
み
た
い
と
い
う
思

い
は
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
気
付
い
た

ら
も
う
お
相
撲
さ
ん
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。

┃
相
撲
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と

は
?

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
出
会
え
た
り
、

交
流
を
深
め
た
り
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
に
、
同
年
代
の
人
と
比

べ
る
と
、
こ
こ
ま
で
楽
し
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
好
き
な
相
撲
を
職
業
と
し
て
、

一
生
懸
命
で
き
る
の
は
、
幸
せ
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

┃
稽
古
も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
か
?

　
い
や
、
辛
い
で
す
（
笑
）。
い
や
ほ
ん

と
に
、
稽
古
は
辛
い
で
す
が
、
内
容
に

関
し
て
も
、
と
に
か
く
相
撲
を
取
っ
て
、

相
撲
を
取
っ
て
、
ま
た
基
礎
か
ら
も
や
り

直
し
て
と
い
っ
た
感
じ
で
、
自
分
で
考
え

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
た
学
生
時
代
と

は
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
。

┃
今
後
の
目
標
、
将
来
の
夢
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
場
所
で
も
早
く
関
取
に
な
っ
て
、

親
孝
行
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
三
役

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
夢
は
、
横
綱
に
な
る
こ
と
。
大
口
は

た
た
け
ま
せ
ん
が
、
自
分
が一生
懸
命
や

っ
た
限
界
の
先
が
こ
の
地
位
な
の
で
、
今

は
、
実
力
が
す
べ
て
の
相
撲
界
で
、
も
う

死
に
物
狂
い
で
食
ら
い
つ
い
て
い
き
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ＆Ａ
所沢から輝け!!

聴かせて！聴かせて！

平成4年7月15日生まれ。
小学校4年生から本格的に
相撲を始める。埼玉栄高校、
日本体育大学で実績を積み、
平成27年に八角部屋に入門、
プロの力士となる。同年3月
に初土俵を踏むと、順調に
勝ち星を重ね、十両昇進を
期待されている。
通算戦歴は35勝7敗、得意
技は、「押し」。
183cm、152kg、好きな食
べ物は「お肉」、好きな音楽
は「サザンオールスターズ」
で、歌うのも好き。
※平成28年3月場所終了時点

－好きな相撲を職業として一生懸命できるのは、幸せなこと。
　　　　　　　　　　　　　　　ひと場所でも早く関取になりたい－




